
はじめに

私が本格的にICTを授業に取り入れ始めたのは、教師生活の７年目に、
初めて異動した特別支援学校での出会いがきっかけです。
もちろん初任校でも、教室にある大型スクリーンやインターネット検

索を活用して授業を行うことはありましたが、あくまで従来型の授業の
＋αとしての使い方でした。
「便利なところは利用する。でも、授業はアナログじゃないと……」
そんなふうに思っていました。当時からICT授業に挑戦している学校

はありましたが、そこでの授業を見るにつけ、授業の本質から外れてい
るように感じていたのです。
特別支援学校で出会った子どもたちは、これまで出会ってきた子ども

たちが「アタリマエ」にやっていたことが難しい子どもたちでした。
ずっと椅子に座っていること、一斉の指示に耳を傾けること、鉛筆で

紙に書いたり読んだりすること、好きなものが他にあっても我慢するこ
と……。しかし、そんな子どもたちが、ICTを活用することで目をキラ
キラさせながら、夢中になって取り組む姿がありました。アナログでは
到底実現できないような世界がそこにはありました。
「自分の趣向や教えやすさではなくて、子どもの学びやすさにもっと
目を向けなければ」
と痛感させられる光景が、そこには広がっていました。

特別支援の世界では、子どもたち一人一人の成長を主眼に、少しでも
可能性のあるものは最大限活用する文化がありました。教材づくりの延
長線上に、自然にICTや電子工作が位置付けられていたのです。
自分が学ぶほど、子どもたちも目をキラキラさせながらのびのびと学

ぶ。そんな中で感じたことは、ここにいる子どもたちは「特別なんかじゃ
ない」ということでした。
初任校で出会ったあの子もこの子も、そして自分自身も、濃淡こそあ

れみんなスペクトラム（連続）上なんだという気付きです。そう思えた
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時に、ICT活用が自分の中でストンと落ちました。
次第に、特別支援学校の学び方のほうが自然＝普通で、普通学級のほ

うがトクベツな環境のように思えてきました。私が「アタリマエ」と思っ
ていたことに、実は普通学級の子どもたちは無理をして合わせてくれて
いたのではないか。だから子どもたちは、学びが嫌いになったり、他人
に嫌がらせをしたり、社会を拒絶したりしてしまうのではないか。
そんな問題意識がふくらみ、普通学級で「あるべき学び」を実現した

いという思いから、再び普通学級に異動します。
ICTを活用する―。
でもそれは、こちらの都合ではなく、子どもたちの学びやすさのため
に使う。無理しすぎている子やいっぱいいっぱいの子は必ずいて、でも
その子はそれが「アタリマエ」だと思っているから声を上げられない。
そんな子の助けになるようなICT環境があれば、どの子にとっても学
びは楽しく、人が大好きになり、もっと人生を愛せるようになる―。
一人一人にとって最適な「あるべき学び」が実現するのではないかとずっ
と試行錯誤してきました。

ICTを活用して「個別最適な学び」を実現するということは、従来型の
授業の形に付け足すという発想ではうまくいきませんでした。従来型の
授業はとても考え抜かれたすばらしい方法ですが、それは「アナログ＆
全体最適な学び」だからです。これまでの授業を要素分解し、再構築す
る作業が必要になります。
本書では私が６年間、2500時間以上のICTを活用した授業を行う中
でたどり着いた方法や気付いたことなど、現場だからこその本質的な実
践提案を書き出してみました。
スマートに整理されているわけでもなく、多くの失敗から生まれた泥
臭い実践群ですが、子どもたちの姿として実証できたものでもあります。
私の試行錯誤を踏み台にして、この国の教育がさらに「あるべき学び」
に近づくならば存外の喜びです。

蓑手 章吾
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「誰一人取り残すことのない学び」とは？

今回のGIGAスクール構想のキャッチフレーズは「誰一人取り残すこ
とのない、公正に個別最適化された学び」の実現です。
「誰一人取り残すことのない」というのは、複雑化する社会で、多様
な子どもたちを全員、という意味ですね。
近年、発達障害や不登校など従来のやり方に適応できない子どもたち

が増加の一途をたどっています。
子どもたちが、枠にとらわれることなく学べるような環境が必要であ

ることは、異論のないことでしょう。これらを解決するためには、ICT
を活用した個別最適な学びが必要、というわけです。

「公正に個別最適化された学び」とは？

「教育は、一人一人を大切にすべきだ」という考えに反対する人はい
ないでしょう。しかし実際、どこまで一人一人を大切にすることができ
ているでしょうか。
一学級には、30人以上の児童生徒がいます。当然、習熟度も違えば

学びやすさも違いますし、生育環境も違うでしょう。そのような子たち
が、たまたま同じ年に同じ地域で生まれたというだけで、強制的に同じ
教室で学ばされているのが現在の公立学校の学区制です。
漢字が得意な子も、算数が苦手な子も、同じ時間だけ同じ教科の学習

をします。決められた時間、席に座り、全員が同じ授業を聞きながら同
じ方法で学習を進め、同じ評価軸で判定されます。
これで、一人一人を大切にしていると言い切れるでしょうか。

「個別最適な学び」は
ICTを使えば実現できる！

0 1
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もちろん、これには仕方のない側面があります。すべての子をアナロ
グ空間で効率的に学ばせるには、時間や空間、仲間を制限しないわけに
はいきません。これが、現在の教育システムをつくり上げています。
一人一人に合わせていては、人や予算がいくらあっても足りません。
これまでの教育の歴史でも、個に寄り添った学びに挑戦してきた学校は
数限りなくありました。
しかし、コストや専門性などの理由で、実践が広がることはありませ
んでした。このジレンマを解消する期待がICTにはあるのです。

ICTで、時間・空間・仲間が拡張できる？

ICTを活用すれば、今の学校制度のままでも「時間・空間・仲間」の
制限を拡張できます。これが、GIGAスクール構想の最大のメリットです。
これまでの教育は、もしかすると「平等」だったのかもしれません。
しかし、教育の目的は「平等を実現すること」ではありません。
一人一人が真に必要な学びを、必要な方法で、必要な分だけ得られる。
それこそが「公正」の精神なのです。

P O I N T

誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学び
これまでの教育システムを、ICTが変革する

ICTの活用で、一人一人に合った学びができる！

「個別最適な学び」を実現するICTの使い方とは？章1第 11



初発の感想とは？

国語の単元の初めによくあるのが「初発の感想」です。物語文を初め
て読んだときの感想を、初発の感想といいます。
「驚いたことや心に残ったことを書き留めよう。単元の最後に感想を
書くと、どれだけ自分の読みが深まったかがわかるよ」
と説明しています。
自分の読みの浅かったところや読み誤っていた部分が浮き彫りになる

と、それだけ学習効果を実感できることになります。
「疑問に感じたことも書いてね」
とも付け足します。
「なぜだろう？」「不思議だな？」と疑問をもつ力は、今後ますます必
要な力です。自分たちの疑問を出発点に、話し合っていく授業だと主体
的に取り組めるようになります。これは説明的な文章でも同じです。

まずは初発の感想や疑問
を全員で共有してみよう

初発の感想の共有で、どんな子も書き始められる！

02  双方向型×国語 

30

これまでの問題点

しかし、実際の授業場面になると、なかなか初発の感想を書けない子
がいます。どんなことを書いていいのか悩んでいるのです。
また、時間になったら子どもたちのノートを集め、教師が一人でチェッ
クしていきます。当然次の授業までに返却しなければいけませんから、
メモを取りながらとなると大変な作業になります。
子どもたちは、教師から教えてもらえない限り、他の子が何を書いて
いるのかもわかりません。加えて、単元の途中でノートが変わってしまっ
ていたら最後の感想と比べることもできなくなってしまいます。

双方向型で共有しよう

双方向型ツールを使うと、初発の感想を書きながら、リアルタイムで
友だちの書いたものが見られます。
「どんどん友だちの感想を見にいってね。まなぶは真似ぶ。参考にす
ることで、力を高め合っていこう。時間があればコメントもしてね」
「時間内に書き終わらなければ休み時間や宿題で書き足してもいいよ」
と話すようにしています。友だちの疑問を見ながら、一番気になるも
のを選ぶことで問いを立てる力も育ちます。また、ノートを集めたり返
したりする必要もないので、教師も時間をかけて読むことができます。
データは残り続けるので、長い単元でもノートが変わったり、プリン
トをなくしたりして初発の感想が見当たらない、という問題も解消され
ます。初発の感想を見返しながら、最後の感想を書くと自分の成長をよ
り実感できますよね。教師にとっても、一人一人の子の伸びを確認する
よい手立てとなります。

P O I N T

初発の感想を、双方向型ツールで共有しよう
一人一人の成長を、子どもも教師も実感できる

まずは主要科目で！　ICTを使った国語、算数授業章2第 31


